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日本とシンガポールの算数・数学教育カリキュラムの比 研究

シンガポールの Mathematics Syllabus をもとに

本研究 ， 2020 に シンガポールの Mathematics Syllabus の お 日本の学習指

導要領との し ， の日本の算数・数学教育に る ととし ， エ ン に

い カリキュラム ネジ ントの ， 型の プロー の 導 ，

「 ーン」に関する のカリキュラム の けの 3 が
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OECD では，2015 年から Education 2030 プ
ロ が し，プロ の にお

い て さ れ た 図 1 の OECD Learning 
Framework 2030 (OECD, 2018)では，『 識

(Knowledge)』『 キル (Skills)』『 及び

(Attitudes and Values)』という 3 つの要素
が み合って ン ンシーにつながること

が示された。

   

(  2 )

日本では，2017 年に小学校学習指導要領およ
び中学校学習指導要領，2018 年に 学校学習

指導要領が され， た に育みたい

・ が「 識及び 」「思考 ， ，

表 」「学びに かう ， 」の 3 つに
された。「 識及び 」は図 1 における 3

つの要素の『 識』に，「思考 ， ，表

」は『 キル』に，「学びに かう ，

」は『 及び 』に概ね する。

また，今 の学習指導要領の においては，

見方・考え方を重 した教育が示された。この

見方・考え方は，図 1 の『 識』の一 とさ

れる ミッ な 識と内容的に 重

なるものであり ( , 2020)，OECD が「

識や キルを 要な場 で み合わせて活用

していくた の統合的アプロー (Holistic 
Approach)」 (OECD, 2005, p.8)を重 している

ことと する。

さらに， の として 体的・

的で い学びが示された。これは，図 1 を発
させたラー ング・ ンパ の中 的概 と

される ー ンシー (Student Agency)に通じ
るものである。 ー ンシーとは「変化を

こすた に， 分で を設定し， り り，

をもって する 」(OECD, 2019)と定
され， 体 が重 されている。また， ー

ンシーは，一 で発 する けでなく，共

同で発 されるものでもあるという共同 ー
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ンシー (Co-Agency)の概 も されてお

り， は である。このように，日本の

教育 は，Education 2030 プロ の

を なからず けている。

算数・数学教育に関しては，数学的な活 を

通して「数学的な見方・考え方」を かせるこ

とが重 されることとなった。これは，

ミッ な 識の概 を数学に 化したも

のと えることができる。学習指導要領の 示

後，3 年 の 期 を て，2020 年 から小

学校，2021 年 から中学校，2022 年 から

学校において，新しい学習指導要領に し

た算数科・数学科の教科書による教育が本

となった。ようやく，小・中・ という連続

・一 の中で，日本の算数・数学教育が新

しい に乗り たとこ である。

一方，日本と同 ，PISA や TIMSS において
数学の 位 であるシンガポールでは，ビ

ッグアイデアを数学の中心概 とし，2020 年に
Mathematics Syllabus Primary One to Six (以
下 Mathematics Syllabus と ，Ministry of 
Education Singapore, 2020)が された。この

の な重 として以下の 3 が示されてお

り，Education 2030 プロ が，シンガポ

ールの教育 にも を及 していると考

えられる。

(1) 21 の の育 を ポー する重要な

数学的プロ を発 させ続ける。

(2) の数学の や活用を る数学にお

けるビッグアイデアへの更なる 付きを育

する。

(3) 的な学習と り りを 進するた に

タ認 の育 に，より一 の重 を置く。

シンガポールの数学カリキュラムは，日本と

同 ，かなり 統的に されており，日本で

重 されている数学的な見方・考え方と共通す

る 分の い ラ ーという概

が，Mathematics Syllabus に位置付けられて
いる ( ・ ・ , 2018)。
日本の学習指導要領は 10 年 とに され

るが， に 分の期 が している。次期学

習指導要領における算数・数学教育の方 を

う で，日本の算数・数学教育と共通 の

いシンガポールの を分 ・考 することは

重要である。そこで，本研究では，2020 年に
さ れ た シ ン ガ ポ ー ル の Mathematics 

Syllabus の分 および日本の学習指導要領と

の比 を通して，今後の日本の算数・数学教育

に られる示 を ることを 的とする。

体 的 に は ， シ ン ガ ポ ー ル の Mathematics 
Syllabus の 要素にしたがい，「数学の本

と ー 」「数学の内容領域とカリキュラムの

み」「数学のビッグアイデア」「数学の教

プロ 」「数学の学習 と教育的アプロー

」「数学の学習内容」の 6 つの からシンガ

ポールの数学教育の特徴を える。

2  の本 と 比較

( ) のカリキュラムの

の本

数学は，基本的なレベルでは，「数と に関

する ，関係， 算，アル リ ム， 用の

学 」であり，より なレベルでは，「 的

な や概 の学 である」と定 されている。

また，数学的な や概 ，関連する 識や方

法は， における「 ， 的 ，

的思考」の として導かれ，特に，「

化は，数学を の な ールにするも

の」として重 されている。さらに，数学は，

「学 のアイデアや を表 ・ するた

の を らの中に えている」という数学の

表 も されている。

の

の数学の本 に基づき，「数学的

(Mathematical Objects)」との関わりにおいて
り される『 と関係 (Properties and 

Relationships) 』『 と ア ル リ ム

(Operations and Algorisms)』『表 と ミュ

ーシ ン (Representations and Communica-
tions) 』『 化 と 用 (Abstractions and 
Applications)』という 4 つの数学の ー が設

定され，図 2 のように位置付けられている。こ
れまでの Mathematics Syllabus になかった図
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であり，今 の における重要な考えを表し

ている。また，4 つの ー は，それ れ以下

のような いと関連している。

『 と関係』 数学的 の とは何か，ま

た，それらはどのように関連しているのか。

『 とアル リ ム』 数学的 に して，

どのような のある ができるか，また，

それをどのように するか。

『表 と ミュ ーシ ン』 数学的 や概

をどのように表 し，学 分野内 で で

きるか。

『 化と 用』 数学的 をどのようにさら

に 化し，どこに 用できるか。

 

    2 2

『 と関係』に関して，「 や関係を

することにより，数学的 をより く す

ることができ，それらを用いて の

を デル化し， することができる」という

数学化に するよさが示されている。また，『

とアル リ ム』に関しても，「 算やアル

リ ムの とその 方法を すること

により，数学的に を することができる」

という におけるよさが示されている。

『表 と ミュ ーシ ン』に関して，「数学

の ミュ ーシ ンは， 識を し る

た に 要である」という数学的 ミュ ー

シ ンの 要 が示されている。また，数学的

表 には，「 や表 ，表・グラ ・ ー ・

幾何図形のような図」が まれ，数学的 ミュ

ーシ ンには「数学的 の な 示と

数学的アイデアの な表 の が まれ

る」というように，数学的 ミュ ーシ ン

における数学的表 の重要 も示されている。

『 化と 用』に関して，「 化は数学的思

考の 心であり，数学の 用は 化によって

となる」という 化と 用の関係が示さ

れている。また，「 化のプロ は，数学の

中の と かなつながりを 化し，数学を

な とする」とともに，「 的な数学的

， ， 算，関係，表 を用いることに

より， の の デル化と研究が

になる」という が示されている。

(2)日本のカリキュラムとの比較

数学の本 に関して，日本では，「数学は，

を発見して し，それらを り りながら，

更に考え続けることで発 をしている。数学を

学 ことは， を発見しそれを する び

を し， をより かに きることに

するものと考えられる。」 ( 科学 , 2018b, 
p.32)と数学学習の が位置付けられており，

図 3 のように数学における 発見・ の重

要 が示されている。

 

(  2 )

また，「小学校の に 体 を って素 に

学 できた内容を，中学校では数の を ，

的・ 的に して学習し直すことにな

る。そして，さらに 学校・ 学ではそれら

が，数学の体 の中に位置付けられていく。」(
科学 , 2018a, p.9)と , 化・体 化を通

して基本的なレベルから なレベルにシ

することも示されている。さらに，「数学的な

表 を に用いることで， いに 分の思い

や考えを共通の場で え合うことが とな
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り，それらを共 したり 的に たりするこ

とができる。」と，数学的な表 も重 されてい

る。したがって，数学の本 の え方に関して，

シンガポールと日本は同じ方 であると考

えられる。

数学の ー に関して，日本では「数学的活

」と「数学的な見方・考え方」が 当する。

数学的活 の内，「数学的な表 を用いて

し え合う活 」は，シンガポールの『表 と

ミュ ーシ ン』に すると考えられる。

また，統合的・発 的な数学的考え方を かせ

た 究的な活 や りなどの発 的な活

は，『 化と 用』に すると考えられる。

における数学的 の や関係へ

の という では，数学的な見方が『

と関係』に関連すると考えられる。さらに，数

学的活 を通した数学のよさへの 付きは，

『 と関係』や『 とアル リ ム』とも

関連すると考えられる。したがって，数学の

ー に関して， ー の用 は異なるものの，

シンガポールと日本が重 している内容は

していると考えられる。

 の とカリキュラムの

比較

( ) のカリキュラムの

の

Mathematics Syllabus においてカ ーされ

る概 と キルは，『数と代数 (Number and 
Algebra)』『 測 定 と 幾 何 (Measurement and 
Geometry)』『統計 (Statistics)』の 3 つの内容領
域で される。また，内容に関連した学習

の中に，プロ ， タ認 ， の発 が

み まれている。

カリキュラムの

図 4 のように，数学カリキュラムの みの

中心に数学的 が位置付けられており，

数学的 の育 を える 5 要素とし
て， に関連する『概 (Concepts)』『 キル

(Skills)』『プロ (Processes)』『 タ認

(Metacognition)』『 (Attitudes)』が示され

ている。この 5 要素は，数学の内容領域と関連
している。数学的 と 5 要素の関係を表
した 形の 図は，図 5 のように，以前の
Mathematics Syllabus(Ministry of Education 
Singapore, 2012)にも見られる。

 

    2 2

 

(     2 2)

しかし，今 の において，図の の「数

学の み (Mathematics Framework)」から
「数学カリキュラムの み (Mathematics 
Curriculum Framework)」への変更に い，5
要素の下位 が，4 つの数学の ー と関連

した内容に変更された。図 4 の数学的
における には， な概 と キルの

と 用 を 要 と す る な 定 的

(Routine Tasks)と い ， 的 ，

的思考を 要とする な 定 的 (Non-
Routine Tasks)が まれている。 定 的

の に して， の 4 ップや ュ

ーリ ッ のような一 的

ラ ーの 用の重要 が示されている。特に，

5 要素の 1 つである『 タ認 』は，「思考につ
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いて考えることであり， 分の思考プロ ，

特に ラ ーの と 用につ

いて認識し， する のことを指す」と定

され，「 定 的 や ープン ン

の に取り 場合に 要とされる」と示さ

れている。

(2)日本のカリキュラムとの比較

小学校算数科の内容領域に関して，日本では，

「数と計算」「測定」「図形」「変化と関係」「デ

ータの活用」の 5 領域で されている。シン

ガポールの『数と代数』には「数と計算」と「変

化と関係」が，『測定と幾何』には「測定」と「図

形」が，『統計』には「データの活用」が す

ると考えられる。数学カリキュラムの みと

して，日本では 発見・ を中心に位置付

け，そのた の数学的に考える ・ とし

て，「 識及び 」「思考 ， ，表

」「学びに かう ， 」の 3 つの要素に
されている。「 識及び 」はシンガポー

ルの『概 』と『 キル』に，「思考 ， ，

表 」は『プロ 』と『 タ認 』に，

「学びに かう ， 」は『 』と『

タ認 』に概ね する。

したがって，数学の内容領域と数学カリキュ

ラムの みに関して， 合せによる は異

なるものの，同じ 要素を していると考え

られる。特に，シンガポールの「

ラ ーの と 用」は，日本の「数学的な

見方・考え方を かせること」と通ずるもので

あり， り りを重 した教育は タ認 の育

につながるものであると考えられる。

 の 比較

( )

の と

数学におけるビッグアイデアとは，「数学の

学習において中心となる考え方のことであり，

くの数学的 をまとまった全体として

びつけるものである」と定 され，表 1 のよう
に 21 のビッグアイデアが導き されている

(Charles, R. 2005)。また，数学におけるビッグ

アイデアは，数学の重要な に関するアイデ

ア， ラ ーまたは考え方であり， くの

のアイデアや ラ ーを し，関連付

けたり，さらなる学習と一 化を ポー した

りする体 的な や みを すると

われている (Siemon, D., Bleckl, J. and Neal, 
D., 2012)。

 

1 数 (Numbers)

2
数

(The base ten numeration system)
3 (Equivalence)

4 (Comparison)

5
算の と関

(Operation meanings & Relationships)

6 質 (Properties)

7
本 と ル リ ム

(Basic facts & Algorithms)
8 (Estimation)

9 ーン (Patterns)

10 数 (Variable)

11 (Proportionality)

12 関 と関数 (Relations functions)

13
程 と

(Equations & Inequalities)
14 と (Shapes & Solids)

15 と (Orientation & Location)

16 (Transformations)

17 (Measurement)

18 ー の (Data collection)

19 ー の (Data representation)

20 ー の (Data distribution)

21 (Chance)

の

ビッグデータの 代において， くの を

関連付け， な を見 し，新しいもの・

こと・関係を する が， た に ら

れている。数学的 識は であるが，それ

らの 識を関連付ける本 的なアイデアが重

されている。その において，ビッグアイ

デアが重要な を たすと考えられる。

この数学におけるビッグアイデアは， た

にとって重要である けでなく，数学を教え
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る教 にも 要である。ビッグアイデアへの

た の 付きを すた には，教 が学習内

容としての数学的 識のつながりを する

とともに，つながりの にあるキーアイデア

として，ビッグアイデアへの 付きを してい

ることは である。したがって，ビッグア

イデアは，教 の ・ の と関連付け

られ， の にもなり る。しかし，

ビッグアイデアは， のアイデア， ラ

ー，考え方が まれるた ，「より され

たキーアイデアと ラ ー，それらの の

び付きが，指導に を し， の学習

を するた に 要である」と指 されてい

る (Siemon, D., Bleckl, J. and Neal, D., 2012)。
また，ビッグアイデアは数学的 識を びつけ

るアイデア， ラ ー，考え方であるた ，

数学を したり数学を活用したりする場

において，学習の を 進することが期 で

きる。したがって， 要 の数学的 識と

ビッグアイデアを ，それらを活用すること

が，算数・数学の学習の中心となる 要がある

と考えられる。ビッグアイデアとその中や の

つながりを中心に数学的内容を しよう

とするなら，ビッグアイデアはカリキュラムの

の にもなり る。

(2) のカリキュラムの

ビッグアイデアは，「数学の中心となるアイ

デアを表 しており，異なる ッ ，領域，

レベルを えて，一 をもたらし，つながり

を示す」ものとして位置付けられている。また，

「ビッグアイデアを することは，数学の本

を することに近づく」と，その重要 が

示されている。異なる数学の内容領域の概 を

し，それらを びつける 4 つの ー と関

連させて，ビッグアイデアの 6 つの ラ ター

が取り られている。

「図は や数学的な を かつ

的に表 したものであり， の特 を

え， を 進する を たす」ものと

して位置付けられている。また，『表 と ミュ

ーシ ン』の ー に関連して，「図が表し

ていること，その特徴や まり と， のさ

れ方を する」ことの重要 が示されている。

に関する全ての には，「数学的

(数， ，方 など )と 基 ( ， 分

全体の関係など )」が する。また，『 と

関係』や『 とアル リ ム』の ー に関

連して，「ある形 から の同 な形 への変

は，分 ，比 ， を るた の くの

の基礎となる」ことが示されている。

くの数学的 は 変 に関連しており，

『 と関係』と『 とアル リ ム』の

ー に関連する 変 として，「数学的 (例
数 ，幾何学図形，数 データの 合 )， (例
べ えや )，数学的 の変化しない 」

が示されている。

『 化と 用』の ー に関連して，測定

された数は，「 や数学的 の特 を

定 化するた の方法」として用いられ，これ

により，特 を分 ，比 ，順序付けできるよ

うになることが示されている。

表 法は，「数学的 ， 算，関係を 的

に表 するもの」であり，『表 と ミュ ー

シ ン』の ー と関連している。「数学的表

の と用い方を することは，重要な数学

的 ， ，関係に関する ミュ ーシ

ン， ， を 進するのに 立つ」こ

とが示されている。

比

比例とは，「2 つの数 の関係において，乗法

的な に基づき，一方の数 から 方の数

を計算することができるもの」である。『 と
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関係』の ー と関連して，比例の概 の前

として，「 の比が同じになるように変化す

る 2 つの が する」ことの が示され

ている。

( )日本のカリキュラムとの比較

  日本のカリキュラムにおいては，ビッグアイ
デアという用 は用いられていないが，ビッグ

アイデアの する数学的 識のつながりの

にあるキーアイデア，つまり学習内容の数

学的 は，数学的な見方・考え方を かせて，

た が発見すべき重要な内容として位置

付けられている。日本の算数カリキュラムにお

ける学習内容のまとまりは，小学校算数科の内

容の ( 科学 , 2018a, pp.33-34)として，
「 数概 の形 とその表 の ，計算の

と習 ， 図形概 の形 と基本的な図形の

の ， の とその測定の方法の

， の変化と数 の関係の ，

定な の考 ， を立てて考えること，

数学的に表 すること， 数学的に え合う

こと」が示されている。 は， として算

数科の学習において考 となるものとそ

の考 の方法に関する であり， は，

算数科の学習全体を える数学的な方法 に

関する である。しかし，学習内容のまとま

りに関連するビッグアイデアとして数学的

が されている ではない。関数の考えや

位の考えといった数学的な見方の くは

領域の学習内容と関連付けて されており，

一方で，統合的な考えや発 的な考えといった

数学的な考え方は，算数・数学の学習全体にお

いて重 されるものとして示されている。

これは，シンガポールのカリキュラムにおい

て，ビッグアイデアが数学の 4 つの ー と関

連付けて されているのと同 ，日本のカリ

キュラムにおける ー である数学的活 や

数学的な見方・考え方と関連付けて示されたも

のであると考えられる。したがって，数学のビ

ッグアイデアに関して，数学を発見・ した

り，数学を活用したりするた に 要となる

用的なアイデアに する重要 の認識は共通

していると考えられる。

の 比較

( ) のカリキュラムの

シンガポールにおける教育 は，図 6 のよ
う に ，「 ポ な 教 化 (Positive 
Classroom Culture)」「 の (Lesson 
Preparation) 」「 の (Lesson 
Enactment) 」「 と ー ッ

(Assessment and Feedback)」という 4 つの基
本的な教 プロ で される一連の教育

として位置付けられており， 用と の

イ ルによって えられている。図 6 は，こ
れまでの Mathematics Syllabus になかった図
であり，今 の における重要な考えを表し

ている。また，4 つの教 プロ は，表 2 の
ように，24 の教 リアに分 されている。こ

れらの教 リアは，1 つの教 プロ に特

化したものではなく， の教 プロ におい

て されることもある。

 

    2 2

ポジ 教 文

#1
とラポールの

(Establishing Interaction and Rapport)

#2
ポジ の

(Maintaining Positive Discipline)

#3
とルー ンの

(Setting Expectations and Routines)
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#4 関 の

#5
学習 のエン ント

(Empowering Learners)
の

#6
の決

(Determining Lesson Objectives)

#7
学習 のプロ ールの考

(Considering Learners’ Profiles)

#8
の と け

(Selecting and Sequencing Content)

#9
キーと る問いの

(Planning Key Questions)
#10 学習の け (Sequencing Learning)

#11
指導 の決

(Deciding on Instructional Strategies)

#12
教 と教 の決

(Deciding on Teaching Aids and Learning 
Resources)

の

#13
習 の

(Activating Prior Knowledge)
#14 の (Arousing Interest)

#15
学習 の 参 の

(Encouraging Learner Engagement)
#16 の発 (Exercising Flexibility)

#17
説 の

(Providing Clear Explanation)

#18
学習の ー と の

(Pacing and Maintaining Momentum)

#19
学習の

(Facilitating Collaborative Learning)

#20
学習 る の発問の

(Using Questions to Deepen Learning)
#21 の と (Concluding the Lesson)

と ー ク

#22
解 の と ー クの

(Checking for Understanding and 
Providing Feedback)

#23
学習の

(Supporting Self-directed Learning)

#24
の る 題

(Setting Meaningful Assignments)

(2)日本のカリキュラムとの比較

日本のカリキュラムにおいては，次の 6 つの
から， 学校においてカリキュラム・

ン の が 指されている。

「何ができるようになるか」(育 を 指す

・ ) 

「何を学 か」(教科 を学 と，教科

・学校 のつながりを まえた教育

の ) 
「どのように学 か」( 教科 の指導計 の

と ，学習・指導の ・ ) 
「 一 一 の発 をどのように する

か」 ( の発 を まえた指導 ) 
「何が に付いたか」 (学習 の ) 
「 するた に何が 要か」(学習指導要領
の を するた に 要な方 )

したがって，教 プロ に関して，PDCA
イ ルでの の方 や「 の

や ， ，内容，方法， 」の が

まれている は共通していると考えられる。し

かし，日本の場合は，教 プロ にそったも

のではなく，シンガポールの 24 の教 リア

のような な は示されていない。24 の教
リアは，日本の 6 つの からのカリキュ

ラム ン においても， 体的な ッ

として に活用できるものである。日

本においても，このような な からの

ッ リ を し， ビデン に基づいた

及びカリキュラム ン の

を する 要があると考えられる。

の と

比較

( ) のカリキュラムの

教 プロ における 24 の教 リアは，

図 7 に示す「 (Readiness)」「 加

(Engagement)」「習 (Mastery)」という学
習の 3 に位置付けられている。「 」

では，学習 (#1, #2, #3, #4, #5)，学習 の

プロ ール (#7)，学習 の 習 識 (#6, #8, 
#10, #13, #22)，学習 の を くような

付けのある (#7, #14)を考慮することの重
要 が示されている。「 加 」では，学習

のプロ ールや ー に じた指導をする

(#15)た に，3 つの教育的アプロー を 図的

に する (#11)とともに，学習の ー や

を考慮したり (#18)， 前の計 や学習 の反

の に基づき， に を したりする
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(#16)ことの 要 が示されている。「習 」

では， づけられた 習 (#24)， り り学習

(#23)，発 学習 (#24)を通して，「学習のキーポ
イン をまと ， 習し，次の につな る

(#21)」ことの 要 が示されている。

 

    2 2

3 つの教育的アプロー とは，『活 学習

(Activity-based Learning) 』『 究 学 習

(Inquiry-based Learning)』『直接教 法 (Direct 
Instruction)』である。『活 学習』では，学

習 が「 またはグループで して，数学

的概 や を し学習する活 に 加」で

きるようにする (#19)た ，教 は「学習 が教

・教 を活用できるように計 し (#12)， 習

の 識や から や を で で

きるようにする」ことが られている。『 究

学習』では，学習 が「 分の えを え，

し，考 することに取り 」ことができ

るように，教 は「学習 が特定のキーとなる

いに 中できるように計 」する (#9)ととも
に，「学習を るた の発 を い (#20)，学
習 の考えを 化する」ことが られてい

る。『直接教 法』は，学習 が「何を学 のか

(#6)，何ができるようになることが期 されて

いるのかが 示されたとき， も 的になる」

た ，教 は「新しい概 や を に

し， し， することにより (#17)， ，

， を る」とともに，「関連 を導

き し，発 し (#20)，重要な概 を し，思

考のロール デルとなる」ことが られてい

る。特に， ロ ーの活用に関して，「 ICT

を 的 に う は 21 (21st  

Century Competencies)の一 である」と，ICT
活用 の育 の 要 が えられている。

体的には，ICTの活用により，「アイデアを え，

識形 の一 として いに することが

できる」という学習 にとってのよさと，「学習

を し，タイムリーに ー ッ を

することができる」という教 にとってのよさ

が 示されている。そのた ，教 の ・

として Technological Pedagogical Content 
Knowledge と関連する e-Pedagogy の が重

要な となっている。

(2)日本のカリキュラムとの比較

日本の算数・数学学習では，「 習内容の

認と の ， ， 学び合い，

と り り」という の学習

が タン ー となっており， 数の 定

教科書に示されている ( 85 , 
2020; 123 , 2020)。また，日本
のカリキュラムでは，「 体的・ 的で い学

び」の が られており，特に，算数・数

学教育では，統合的・発 的な考 による「習

」「活用」「 究」を重 した学習が 図され

ている。その では，数学的な見方・考え方

を かせ，数学的活 を通して学習する日本の

体的・ 的で い学びは，シンガポールの

『活 学習』や『 究 学習』に すると

考えられる。一方，『直接教 法』に関して，教

中心の タイルとして，日本においては

定的である。教 が 識を する けの

であれ ，それは 体的・ 的で い学び

にはつながらないことが い。しかし，教 が

新しい概 や を したとしても，それを

活用することに重 をおいた活用重 の

であれ ，学習内容によっては， 的に習

・活用を す になり ると考えられる。

日本においては， ，一 一 のタ レッ

を活用した算数・数学学習が られるよ

うになり，今まで以 に，一 位 の

ン が重要になってきている。活用重 の

は，タ レッ を活用した算数・数学
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学習と があり，指導の 化・学習の

化に すると考えられる。

したがって，数学の学習 と教育的アプロ

ー に関して， 的な学びを通した

を重 している では共通している。しかし，

シンガポールのように， に教えるべきこと

と考えさせるべきことを し，活用重 の

により，新しく った 識や を活

用する中で かな学びにつな るアプロー

も，日本の算数・数学学習に取り入れていく

要があると考えられる。

 の 比較

( ) のカリキュラムの

2022 年 では，Mathematics Syllabus に
は第 2 学年の学習内容までしか されていな

い。そこで，第 2 学年までの内容領域 の学習

内容を表 3・4 に示す。

 

数と 数

領 数

1. 100 の数

1.1 の中の の数 数 る と

1.2 数 の お (10の と

,  1の と )
1.3 数 と数 の 書

1.4 2 の の中の の数の

1.5 数の と け

1.6 数 の ーン

1.7 数 (1, 2, 10 )と 号 (1, 2, 3, )
2. 加法と減法

2.1 と の

2.2 , , の い

2.3 と の関

2.4 1 の数 2 す と

2.5 100 の と

2.6 ル リ ム い と

2.7 と 算 (20 / 2 の数と 1
の数 が ・ が し / 2

の数と の数 )
3. と

3.1 と の

3.2 の

3.3 40 の

3.4 20 の

領 お

1. お
1.1 数 る と ( ント $1 ，

ル $100 )
と

領

1. 
1.1 ン ートル の の

1.2 省 cm の
1.3 cm の の と け

1.4 1cm の の と

2. 
2.1 5 る と

2.2 am と pm の
2.3 h と min の
2.4 1 /30 の

領

1. 
1.1 の ， 名， ， ( /

/ / / / )
1.2 / /

/ / る と

1.3 する の

1.4 ト に す と

領 ー の と解

1. ラ

1.1 ラ の ー の と解

 

数と 数

領 数

1. 100 の数

1.1 10 の と ( ) / 100 の と ( )
数 る と

1.2 数の ， (100 の ， 10 の
， 1 の )

1.3 数 と数 の 書

1.4 数の と け

1.5 数 の ーン

1.6 数と 数

2. 加法と減法
2.1 と の ル リ ム (3 )
2.2 3 の数と 1 の数， の数， の数の

と の 算

3. と

3.1 2， 3， 4， 5， 10 の
3.2 の

3.3 と の関

3.4 の の と
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3.5 2， 3， 4， 5， 10の の の と

の 算が る

領 数

1. に する小部

1.1 の 部とし の 数

1.2 数の と

1.3 の が 12 い 数 ( 数 /
数 )の と け

2. 加法と減法
2.1 の が 12 の 1 い 数

の と

領 お

1. お
1.1 ルと ント 数 る と

1.2 10 数 のお の 書

1.3 2 3 の の

1.4 10 の の ントの ， の

の

と

領

1. ， ，

1.1 ( ートル の ，キロ ラム / ラ

ム の / リ トル の )
1.2 と m, g, kg, l の
1.3 と け ( / / )

2. 
2.1 る と

2.2 ・ の の

2.3 ・ の に， ， の

の

領

1. 
1.1 大 / / / とい の 1 2

にし が ， ーン

する と

2. 
2.1 の ， 名， ， ( /

/ / / )

領 ー の と解

1. の い ラ

1.1 の い ラ の ー の

と解

(2)日本のカリキュラムとの比較

シンガポールの『数と代数』の学習内容は，

「全数」という下位領域に関しては，日本の「数

と計算」の学習内容と殆ど同じであるが，第 1
学年からの乗法と除法の導入と第 2 学年からの

同分母分数の加法と減法の導入は，日本のカリ

キュラムの位置付けと異なる。また，「お金」と

いう下位領域が設定されているのも特徴的で

ある。『測定と幾何』と『統計』の学習内容も，

日本の「測定」「図形」「データの活用」の学習

内容と殆ど同じであるが，第 2 学年における重
さの導入や立方体，直方体，円錐，円柱，球の

導入は，日本のカリキュラムの位置付けと異な

る。このように，学習内容の配当学年に違いが

あり，シンガポールの方が日本よりも学習が前

倒しになっているものの，算数・数学教育にお

いて学習すべき内容は概ね共通している。

日本では教科書レベルで取り扱われている

ものの，カリキュラムに位置付いていない内容

として，シンガポールには「パターン」の学習

がある。シンガポールの以前の Mathematics 
Syllabus (Ministry of Education Singapore, 
2012)でも「パターン」の学習が全学年に位置付
けられており，今後更新される第 3 学年以降の
学習内容にも反映されると思われる。日本では，

小学校算数科の「変化と関係」領域に，比例・

反比例を中心とした関数の学習が位置付いて

おり，中学校数学科の「関数」領域に，比例・

反比例の負の数までの拡張，一次関数， y＝ax2

の学習が位置付いている。シンガポールでは，

小学校算数科において比例・反比例は学習せず，

「関数の基礎」となる「パターン」の学習が位

置付けられており，中学校数学科において一次

関数が導入され，その特殊な場合として比例が

学習される。このように，日本とシンガポール

では，「関数」指導における学習内容・学習順序

が異なっている。この「パターン」は，表 1 に
示したビッグアイデアの内の 1 つであり，関数
の考えと関連する重要な数学的な見方・考え方

になると考えられる。また，パターンの認識に

関する教育は，近年，幼児教育の分野において

研究が進みつつある内容であり，パターンの認

識に基づくパターンの発見・活用は，プログラ

ミングにおける Computational Thinking (日
本では，プログラミング的思考 )の重要な要素に
もなっていると考えられる。したがって，幼小

接続期の教育及び小中連携の教育への配慮や，
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教科の特 に じたプログラミングの導入

が られている中，日本の算数・数学教育に

おいて，「パターン」に関する内容をカリキュラ

ムに位置付けていく 要があると考えられる。

 

本研究では，シンガポールの Mathematics 
Syllabus と日本の学習指導要領との比 を通

して，今後の日本の算数・数学教育に られ

ることとして，以下の 3 が示 された。

な からの ッ リ を し，

ビデン に基づいた 及びカリキ

ュラム ン の を する。

に教えるべきことと考えさせるべきこ

とを し，活用重 のアプロー を取り

入れる。

「パターン」に関する内容をカリキュラムに

位置付ける。

本研究では，Mathematics Syllabus Primary 
One to Six をもとに，算数教育を中心とした比
を った。そこで，今後の は，Mathe-

matics Syllabuses Secondary One to Four 
Express Course Normal (Academic) Course も

し，日本の中学校数学教育にまで を

た研究を うことである。
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